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インプレスグループで IT 関連出版メディア事業、及びパートナー出版事業、デジタルメディア＆サービ

ス事業を展開する株式会社インプレス（本社：東京都千代田区、代表取締役社長：関本彰大）は、iBeacon

やウェアラブルデバイスの登場や、カーテレマティクス、コンテキストサービス、スマートシティへの応用

で注目を集める位置情報技術について、国内外の最新ビジネス事例とそれを支える技術の最新動向を網羅し

た、『位置情報ビジネス報告書 2015』を、1月 14日（水）に発売します。 

 

位置情報技術は、今や私達の生活にとって重要な技術になっています。例えば、もし、今、GPS をはじめ

とする測位技術が利用できなくなった場合、スマートフォンのサービスの多くが成り立たなくなったり、物

流にも大きな影響が出てきたり、ということが考えられます。 

位置情報技術がさまざまな分野で活用されるようになったことにより、「位置情報ビジネス」という、位

置情報を主語にした市場では捉えきれないような可能性が広がっているとも言えます。 

これまでは、位置情報を使った情報配信やナビゲーション、マーケティングに関するビジネスモデルが大

半でしたが、本書では、O2O（Online to Offline）、スマートシティ、ウェアラブルデバイス、UAV（Unmanned 

Aerial Vehicle、無人航空機）など、多岐にわたり掲載しています。 

 

本書は全 7章で構成され、具体的な各章の内容は下記の通りです。 

 

第 1章では、進化の速い位置情報ビジネスについて、その定義と概要や沿革、国内外の最新の市場規模や

利用動向について解説しています。 

 

第 2 章では、主要な位置情報ビジネスを「地図」「カーテレマティクス」「ソーシャルメディア」「スポッ

ト情報」「コンテキスト」「センサー」「その他」と 7つのジャンルに分類し、国内外の 33のビジネス事例に

ついて、最新情報を紹介しています。特に、先行して多様なサービスが生まれている海外企業の事例につい

ても、詳しく解説しました。 

 

第 3章では、iBeaconの登場により普及期に入ろうとしている、店舗内などにおける高精度の位置情報デ

ータを利用したマイクロロケーションサービスについて、国内外の事例を紹介しています。iBeaconで利用

されている近距離無線通信技術「Bluetooth Low Energy」（BLE）の解説も行っています。 

 

第 4章では、スマートシティについての取り組みについて、位置情報を利用している事例や各国の実証実

験と、その将来性を紹介しています。また、スマートシティを実現するために必須となる、IoT（Internet of 

Everything）を支えるクラウドサービスと位置情報の連携についても解説しました。 
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第 5章では、位置情報技術動向の詳細を記載しています。iBeaconやウェアラブルデバイス、ドローンと

しての利用も期待される UAV（無人航空機）などの新しい動向について詳しく解説しました。 

 

第 6章では、政府や自治体がもつデータを、「オープンデータ」として民間が活用する取り組みについて、

国内外の法制度の現状と、位置情報に関連する事例を解説しています。 

 

第 7章では、位置情報ビジネスの将来展望について、技術的な側面と、ウェアラブルデバイスやスマート

ホーム（スマートハウス）、ロボットなどと融合することで新たな可能性が期待されるサービスの視点から

予測しています。 

 

本書は、急速に発展し、さまざまな業界を変化させている位置情報ビジネスについて、市場、事例、技術

と周辺ビジネスなど多様な視点から網羅的に解説した、必読の一冊です。 
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